
こ
の
ほ
か
、
生
態
系
を
維
持
・
再
生
す

る
取
り
組
み
と
し
て
、
ホ
タ
ル
や
水
生
生

物
が
生
息
で
き
る
環
境

づ
く
り
や
、
環
境
へ
の

負
荷
の
低
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
推

進
な
ど
、
自
然
と
共
生

す
る
た
め
の
多
岐
に
わ

た
る
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

月
に
は
柏
崎
市
が
建
築
工
事
に
着
手
し
ま

し
た
。

②
柏
崎
駅
周
辺
ま
ち
な
か
再
生

柏
崎
市
の
顔
に
ふ
さ
わ
し
い
街
を
目
指

し
、
震
災
前
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た
「
ま

ち
な
か
活
性
化
方
策
」
を
ふ
ま
え
、
新
た

に
震
災
か
ら
の
復
興
や
防
災
な
ど
の
視
点

を
追
加
し
て
、
柏
崎
駅
周
辺
工
場
跡
地
の

活
用
方
策
、
整
備
方
針
の
検
討
の
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

③
防
災
拠
点
の
整
備

日
本
石
油
加
工
跡
地
と
既
存
の
都
市
公

園
に
つ
い
て
、
災
害
時
に
被
災
者
な
ど
へ

の
支
援
を
行
う
救
援
機
能
を
備
え
た
市
民

会
館
の
建
設
と
防
災
公
園
の
整
備
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
、
平
成
24
年
春
の
新

市
民
会
館
の
開
館
に
向
け
た
調
整
を
進
め

て
い
ま
す
。

④
え
ん
ま
通
り
商
店
街
の
再
生

震
災
に
よ
り
特
に
大
き
な
被
害
を
受
け

た
え
ん
ま
通
り
商
店
街
再
生
に
向
け
た
支

援
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
、
柏
崎
市
と
連

携
し
、
商
店
街
振
興
会
、
町
内
会
及
び
地

権
者
か
ら
な
る
復
興
協
議
会
に
お
い
て
検

討
さ
れ
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
の
整
備
方

針
」
を
具
現
化
す
る
た
め
の
検
討
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

⑤
被
災
住
宅
地
の
復
興

地
す
べ
り
な
ど
に
よ
り
多
く
の
建
物
が

倒
壊
し
た
番
神
二
丁
目
地
区
で
は
、
脆ぜ

い

弱
じ
ゃ
く

な
道
路
な
ど
の
改
良
に
よ
る
早
期
の
住
宅

再
建
を
め
ざ
し
「
小
規
模
住
宅
地
区
等
改

良
事
業
」
を
柏
崎
市
に
提
案
し
、
整
備
計

画
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
受

け
、
今
年
度
か
ら
柏
崎
市
が
当
該
事
業
に

着
手
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
復
興
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

の
成
果
は
柏
崎
市
震
災
復
興
計
画
（
平
成
20

年
3
月
柏
崎
市
策
定
）
に
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
復
興
公
営
住
宅

が
着
工
さ
れ
る
な
ど
、
復
興
に
向
け
た
動

き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
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新
潟
県
中
越
沖
地
震
の

復
興
支
援
へ
の
取
り
組
み

UR Project Digest
UR Project Digest

郊 外 環 境 ●災 害 復 興

柏
崎
市
か
ら
被
災
地
区
の
復
興
推
進
に

向
け
た
支
援
要
請
を
受
け
、
U
R
都
市
機

構
で
は
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
発
足
さ
せ
、
次
の
よ
う
な
現
地
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
復
興
公
営
住
宅
の
早
期
整
備

震
災
に
よ
る
被
災
者
の
た
め
の
復
興
公

営
住
宅
を
早
期
に
整
備
で
き
る
よ
う
、
複

数
の
建
設
候
補
地
に
お
け
る
配
置
計
画
な

ど
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢

者
支
援
施
設
の
導
入
や
風
雪
対
策
な
ど
地

域
に
合
っ
た
仕
様
に
配
慮
し
た
設
計
業
務

を
推
進
し
、
こ
の
成
果
を
受
け
、
本
年
10

等
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
緑
の
保
全
の
た
め
、
造
成
時

に
は
樹
木
の
移
植
や
根
株
の
移
植
、
表
土

保
全
、
復
元
緑
化
、
二
次
林
の
整
備
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
開
発
に
伴

う
水
系
へ
の
影
響
を
で
き
る
限
り
少
な
く

し
、
開
発
前
の
水
環
境
を
保
全
す
る
た
め

に
、「
水
循
環
再
生
シ
ス
テ
ム
」
を
地
区
全

体
に
導
入
し
、
兵
衛
川
の
流
量
を
安
定
さ

せ
て
い
ま
す
。

一
方
、
U
R
都
市
機
構
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
育
成
の
取
り
組
み
と
し
て
立
ち
上
げ
、

現
在
で
は
住
民
の
自
主
活
動
に
発
展
し
た

「
み
な
み
野
自
然
塾
」が
、里
山
活
動
、生
態

系
の
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
内
の
公
園
・
緑
地
で
は
、
市
の

公
園
ア
ド
プ
ト
制
度
を
活
用
し
た
住
民
主

体
の
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

八
王
子
み
な
み
野
シ
テ
ィ
は
、
平
成
9

年
に
ま
ち
び
ら
き
し
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で

す
。
当
地
区
で
は
、
自
然
と
の
共
生
を
掲

げ
た
「
環
境
共
生
都
市
」
づ
く
り
と
し
て
、

開
発
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
を
抑
え
る
た

め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
と

も
と
、
こ
の
地
は
、
里
山
、
河
川
を
有
す

る
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
に
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
自
然
を
開
発
に
合
わ
せ
て
効
果

的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
、
公
園
・
緑
地

災
害
復
興
支
援
と

地
方
都
市
再
生

絶
え
間
な
く
続
く

自
然
と
の
共
生
活
動 環

境
共
生
都
市
の

実
現
を
目
指
す
活
動
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八王子市都市計画事業 南八王子土地区画整理事業

事 業 概 要

事業名称

計画人口

施 行 者

施行面積

UR都市機構

約394.3ha

事業期間 昭和63年度～平成24年度

計画戸数 8,650戸

28,000人

A広域位置図

A広域位置図

東
京
都
心
か
ら
40
km
、八
王
子
市
南
部
に
広
が
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、八
王
子
み
な
み
野
シ
テ
ィ
。

都
市
性
と
リ
ゾ
ー
ト
性
を
享
受
で
き
る
暮
ら
し
が
息
づ
く
「
ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、環
境
共
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
の
取
り
組
み
を
、長
年
続
け
て
い
ま
す
。

﹇
…
…
東
京
都
八
王
子
市
八
王
子
み
な
み
野
シ
テ
ィ
…
…
﹈

新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
柏
崎
市
の
早
期
復
興
を
目
指
し
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
福
岡
県
西
方
沖
地
震
で
の
復
興
支
援
と

ま
ち
づ
く
り
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

﹇
…
…
新
潟
県
柏
崎
市
…
…
﹈

新潟県中越沖地震（震度6強）における柏崎市の被害は、死傷者1,600人以上、住宅被害28,000棟
以上。概算被害額は2,200億円に及んだ。写真は番神二丁目地区

上／日本石油加工跡地。災害時に被災者などへの支援
を行う救援機能を備えた市民会館を建設し、隣接する
駅前公園を防災公園として再整備する
右／市営柏崎駅前住宅建設予定地（桑山木材跡地）に
は140戸を建設する予定。市営西山町坂田住宅（旧松
風荘跡地）には30戸建設される

栃谷戸公園での田植えの様子

里山での落葉集め

水循環再生システム

八王子みなみ野シティの美しい家なみ


